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酪
農
部
会
研
修
会
開
催

酪
農
部
会
研
修
会
開
催

講師の　下坂氏　橋村氏講師の　下坂氏　橋村氏

講師　十勝農協連講師　十勝農協連
　原　仁氏　原　仁氏

胸骨圧迫を実践胸骨圧迫を実践 説明を受ける参加者説明を受ける参加者

研修会のようす研修会のようす

――
救

急

講

習

救

急

講

習
――

女性部

「
農
業
所
得
の
見
通
し
と
経
営
改
善
に
つ
い
て
」

「
農
業
所
得
の
見
通
し
と
経
営
改
善
に
つ
い
て
」

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
姉
﨑
美
紀
部
長
）

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
で
は
、
９
月
２

日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
、
７

名
が
参
加
の
も
と
、
定
例
交
流
会

を
開
催
し
た
。

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」（
９

月
は
救
急
医
療
普
及
月
間
）
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
大
樹
消
防
署
よ
り

橋
村
氏
と
下
坂
氏
を
講
師
に
招
き
、

一
般
救
急
講
習
を
学
ん
だ
。

　

救
急
蘇
生
法
の
流
れ
の
説
明
後
、

訓
練
用
の
マ
ネ
キ
ン
で
胸
骨
圧
迫

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
装
着
な
ど
を
実
践
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
胸
骨
圧
迫

の
際
、
マ
ネ
キ
ン
の
胸
が
５
㎝
沈

み
込
む
圧
迫
が
難
し
い
」「
１
分

間
に
１
０
０
～
１
２
０
回
の
テ
ン

ポ
を
絶
え
間
な
く
行
な
う
の
は
大

変
」
な
ど
、
胸
骨
圧
迫
の
難
し
さ

を
体
感
し
た
。
ま
た
、「
夫
婦
で

習
い
た
か
っ
た
」「
コ
ロ
ナ
禍
で

の
救
命
の
違
い
は
」
な
ど
活
発
な

意
見
や
質
問
が
あ
り
充
実
し
た
講

習
と
な
っ
た
。

　

９
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
て

16
名
の
部
員
が
参
加
の
も
と
、
酪

農
部
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

９
月
28
日
の
朝
顔
は
、
た
く
さ
ん
咲
い
て
お
り
、
見
頃
で

し
た
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
使
用
し
た
「
朝
顔
」
の
品
種

は
西
洋
朝
顔
で
す
。

ああささががおお日日記記
れ
が
知
恵
を
出
し
合
い
経
営
者
能

力
を
活
か
し
な
が
ら
乗
り
越
え
て

行
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

十
勝
農
協
連
畜
産
部
酪
農
畜
産

課
原
仁
主
任
技
師
を
講
師
に
迎
え
、

「
農
業
所
得
の
見
通
し
と
経
営
改

善
に
つ
い
て
」
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど

を
使
い
説
明
さ
れ
た
。
参
加
者
か

ら
は
活
発
な
意
見
が
あ
り
有
意
義

な
研
修
会
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
先
に

行
な
わ
れ
た
南
十
勝
理
事

研
修
会
の
内
容
を
生
産
者

と
共
有
す
る
目
的
と
し
て

行
な
わ
れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
坂
井

組
合
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
・

生
産
抑
制
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
・
円
安
・
生
産
資
材

の
値
上
り
。
私
た
ち
の
副

産
物
で
あ
る
、
初
生
と
く
・

デ
イ
リ
ー
ビ
ー
フ
・
初
妊

牛
の
値
下
り
。
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
危
機

的
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
厳
し
い
状
況
を
そ
れ
ぞ

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
定
例
交
流
会

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
定
例
交
流
会
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じゃんけん大会のようすじゃんけん大会のようす

上段左より　中原さん・河村さん・上段左より　中原さん・河村さん・
　　　　　　川原さん・藤谷さん・　　　　　　川原さん・藤谷さん・
　　　　　　山川さん・頓所さん　　　　　　山川さん・頓所さん
下段左より　今井さん・坂井さん・下段左より　今井さん・坂井さん・
　　　　　　高橋さん・今井さん・　　　　　　高橋さん・今井さん・
　　　　　　中元さん　　　　　　中元さん

開会式のようす開会式のようす カップインなるかカップインなるか⁉⁉

あいさつする川原会長あいさつする川原会長

年金
友の会

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
でで
交
流
深

交
流
深
め
る
め
る

―
―
第第
2626
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

―
―

　

９
月
６
日
、
歴
舟
川
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
に
お
い
て
、
年
金
友
の
会

第
26
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
39
名
（
男
性
19

名
、
女
性
20
名
）
が
参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
年
金
友
の
会

会
長　

川
原
和
夫
さ
ん
よ
り
「
本

日
は
雨
予
報
で
し
た
が
曇
り
空
で

す
。
台
風
11
号
が
猛
烈
に
発
達
し

て
お
り
馬
鈴
薯
の
収
穫
の
真
最
中

の
た
め
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
８

月
は
雨
続
き
、
農
作
業
が
遅
れ
て

お
り
ま
す
。
11
月
い
っ
ぱ
い
ま
で

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
ど
う
に

か
進
路
を
免
れ
平
年
作
の
作
況
を

期
待
し
た
い
。
本
日
の
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
は
４
人
１
組
の
個
人
プ
レ

ー
で
す
。
人
が
多
く
集
ま
る
ス
タ

ー
ト
地
点
で
は
会
話
は
控
え
、
移

動
中
は
会
話
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
。

順
位
は
１
点
を
争
い
ま
す
。
最
後

ま
で
気
を
緩
め
ず
、
し
っ
か
り
楽

し
く
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

明
日
の
生
活
の
楽
し
み
に
も
繋
が

る
か
と
思
い
ま
す
。」
と
開
会
の

挨
拶
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
を
代
表
し
て

坂
井
組
合
長
よ
り
「
今
年
も
多
く

の
参
加
者
の
も
と
、
開
催
で
き
る

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

会
長
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

８
月
は
多
雨
・
曇
天
・
猛
暑
日
が

な
く
、
７
月
の
各
作
物
は
並
、
現

在
は
や
や
不
良
、
生
育
が
衰
え
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
最

後
ま
で
し
っ
か
り
収
穫
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
色
々

な
所
に
大
き
な
影
響
が
出
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
み
な
さ
ん
と
、
し
っ
か

り
健
康
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
明

る
く
楽
し
く
生
き
る
こ
と
が
一
番

大
切
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
日

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
一
助

と
な
れ
ば
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

本
日
は
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。」
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

ゲ
ー
ム
は
「
男
性
の
部
」「
女

性
の
部
」「
砂
金
の
部
」
で
順
位

を
競
い
、
親
睦
を
深
め
な
が
ら
楽

し
く
プ
レ
ー
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
成
績
発
表
と
表
彰

が
行
な
わ
れ
、参
加
者
は
副
賞
を
受

け
取
っ
た
。最
後
に
会
長
と
参
加
者

の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
行
な
わ
れ

る
な
ど
和
や
か
な
大
会
と
な
っ
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り

◦
男
性
の
部

優　

勝　

今
井　

達
夫�

ス
コ
ア
84

準
優
勝　

中
元　

義
弘　

ス
コ
ア
88

３　

位　

高
橋　

英
昭　

ス
コ
ア
88

◦
女
性
の
部

優　

勝　

山
川　

和
子　

ス
コ
ア
90

準
優
勝　

藤
谷　

正
代　

ス
コ
ア
91

３　

位　

頓
所
真
知
子�

ス
コ
ア
91

◦
砂
金
の
部

優　

勝　

川
原　

和
夫

　
　
　
　

坂
井
組
合
長
ペ
ア

準
優
勝　

中
原　

照
子

　
　
　
　

河
村　

俊
彦
ペ
ア

３　

位　

今
井　

福
子

　
　
　
　

高
畠　

文
義
ペ
ア

◦
ル
ー
ル

　

Ｏ
Ｂ　

＋
２
打

　

前
年
度
優
勝
者
ハ
ン
デ
ィ　

＋
５

　

年
齢
ハ
ン
デ
ィ　

75
歳
以
上
△
３

　

年
齢
ハ
ン
デ
ィ　

80
歳
以
上
△
５

受賞者のみなさん

おめでとうございます
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秤を使って１㎏に小分け作業秤を使って１㎏に小分け作業

楽しそうに受け渡しをしていました楽しそうに受け渡しをしていました��

青年部

――
じ
ゃ
が
い
も

じ
ゃ
が
い
も
のの
受受
けけ
渡渡
しし
――

小
学
校
食
育
事
業

小
学
校
食
育
事
業

　

９
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
青
年

部
（
半
田
佑
介
部
長
）
で
は
、
大

樹
小
学
校
農
園
場
に
お
い
て
、
第

２
回
目
に
付
随
し
た
食
育
事
業
を

行
な
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
一
貫
し
た
社
会
性

の
流
れ
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
当
日
は
児
童

た
ち
が
自
ら
じ
ゃ
が

い
も
を
１
㎏
に
小
分

け
、
飲
食
店
の
方
々

に
手
渡
し
た
。

　

手
渡
さ
れ
た
じ
ゃ

が
い
も
は
後
日
飲
食

店
に
て
調
理
し
、
販

売
・
提
供
し
て
も
ら

っ
た
。

　

青
空
の
下
で
の
受

け
渡
し
の
際
に
、
児

童
た
ち
は
楽
し
そ
う

に
飲
食
店
の
方
々
と

交
流
し
て
い
た
。

Ｊ
Ａ
大
樹
町

Ｊ
Ａ
大
樹
町

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
開
催

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
開
催
��

　

９
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
で
は

大
学
生
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
行
な
っ
た
。

　

参
加
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
１
名
で
あ
っ
た

が
、
台
風
で
心
配
し
て
い
た
雨
も

午
前
中
で
あ
が
り
ま
ず
ま
ず
の
天

候
と
な
っ
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
初
め
に
開
会

式
に
て
自
己
紹
介
や
各
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
説
明
を
行
っ
た
あ
と
、
当
組

合
の
撰
果
場
を
見
学
。
農
産
課
職

員
が
対
応
し
、
各
施
設
や
工
程
の

説
明
を
行
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
組
合
員
巡
回
と
し
て

半
谷
牧
場
に
て
牛
舎
を
見
学
、
生

　

昼
食
中
に
は
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
職
員
と
参

加
者
に
よ
る
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
生
産
資
材
店

舗
で
の
各
倉
庫
の
見
学
や
資
材
、

農
薬
の
説
明
を
行
な
っ
た
あ
と
に
、

職
業
体
験
と
し
て
生
活
商
品
の
配

送
に
同
行
し
た
。

　

最
後
に
、
閉
会
式
を
行
い
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
了
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
Ｊ
Ａ
の
仕
事
に

つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
新

た
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
に

働
い
て
い
る
職
員
と
も
多
く
話
す

こ
と
が
で
き
た
の
が
良
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
。

乳
検
査
室

で
は
、
生

乳
の
検
査

方
法
の
手

順
に
つ
い

て
話
し
、

午
前
の
部

が
終
了
し

た
。

みんなチェック！ 最低賃金。 北海道最低賃金

厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署（支署）

　北海道内の事業場で働くすべての労働者（会社員、

パート、アルバイトの方、学生さんなど働くすべて

の人）及びその使用者に適用される北海道最低賃金

が次のとおり改定されました。

最低賃金額　時間額 920円

効力発生年月日　令和4年10月2日
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労働法・安全衛生セミナー労働法・安全衛生セミナー

馬鈴薯収穫スタート！馬鈴薯収穫スタート！

車両系建設機械車両系建設機械
� 運転技能講習を実施！� 運転技能講習を実施！

柏林公園まつりにて柏林公園まつりにて
� 大樹和牛をPR� 大樹和牛をPR��

　ＪＡ大樹町審査経営支援室では、９月２日に

職員含む12名が参加のもと、労働法・安全衛

生セミナーを開催した。

　外崎労務事務所　外崎　裕康所長を講師に迎

え、労働法において備え付けて置かなければな

らない法定三帳簿の確認や労働基準監督署の臨

検の際の注意点について詳しく説明された。

　また、近年では外国人研修生とのトラブルが

多くなっていることから関わり方についてもい

くつかアドバイスされ、セミナーは終了した。

セミナーのようす

収穫作業（藤内農場）

講習のようす

大樹和牛をPR

　ＪＡ大樹町農機車両課では、８月29日・30日
の２日間において、車両系建設機械の運転技能講
習が行われた。
　講習には農協職員を含む17名が参加し、コマ
ツ教習所株式会社の職員を講師に、29日は、運
転や作業に関する装置の構造の理解や取扱い方法
の知識の習得、関係法令の説明がされた。
　30日は、実際に機械を使っての走行や作業時
の注意点や装置の操作の説明が行われた。
　最後の実技試験では、緊張が感じられたが参加
者全員合格の発表がされるとほっと一安心したよ
うだった。

　大樹町和牛生産改良組合（岡本透組合長）では、

９月18日に行われた第46回柏林公園まつりにお

いて、和牛販売を行なった。

　前年度同様、コロナウイルス感染症拡大防止の

ため販売のみとなったが、役員と職員、関係機関

合わせて20名が出役し、大樹和牛をＰＲした。

　今回販売された大樹和牛は、米谷牧場と十勝育

成牧場から３頭分の2,362パックとなり、当日

は大樹和牛を求める人でにぎわいを見せていた。

　町内馬鈴薯の収穫作業は８月18日から開始となった。

　馬鈴薯面積は282ha となり、内訳としては種子

107ha・加工77ha・生食45ha・澱原専用品種53ha

となっている。

　今年は異常気象により農作物全般が不作となり馬鈴

薯においても全般に減収傾向で、特に澱原専用品種は

小粒で減収が著しい。

　販売情勢では、加工原料不足が要因で前年度から生

食市場相場が高値で推移した経過もあり、現在の市場

相場は10kg／L 規格で1,400円から1,600円と安定

した相場で推移している。

　種子馬鈴薯の選別作業は例年どおり10月上旬から

行い、本州販売先に向け製品出荷を開始した。
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普及センター技術情報 
 

 

繁
殖
管
理
は
、
酪
農
経
営
に
お
い
て
重

要
な
項
目
の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か
し
、
繁
殖

管
理
は
関
係
す
る
要
因
が
多
く
、
改
善
に

取
り
組
む
際
に
ど
こ
か
ら
取
り
組
め
ば
よ

い
の
か
悩
む
場
面
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
周
産
期
疾
病
を
減
ら

す
こ
と
に
焦
点
を
置
き
、「
乾
乳
期
管
理
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。 

１１  

乾乾
乳乳
期期
管管
理理
のの
ポポ
イイ
ンン
トト  

○ 

腹腹
いい
っっ
ぱぱ
いい
食食
べべ
ささ
せせ
るる
ここ
とと  

乾
乳
期
は
、
乳
生
産
が
無
い
分
エ
ネ
ル

ギ
ー
要
求
量
は
低
下
し
ま
す
。
し
か
し
、
胎

児
が
成
長
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
う
た
め

や
分
娩
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
食
い
込
ま
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
牛
を
正
面
か
ら
見

て
腹
部
が
丸
く
見
え
る
か
（
写
真
１
）
や 

左
後
ろ
か
ら
見
て
ル
ー
メ
ン
が
膨
れ
て
い

る
か
（
写
真
２
）
を
観
察
し
、
食
い
込
み
の

確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

       

                  

○ 

食食
わわ
せせ
るる
たた
めめ
にに
運運
動動
もも  

乾
乳
期
に
適
度
な
運
動
を
さ
せ
る
こ

と
は
、
乾
物
摂
取
量
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。
特
に
、
過
肥
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
牛
が
餌
を
食
い
込
む
た
め
に
は
、
運

動
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
、
乾
乳
牛
群
エ
リ
ア
は
十
分
な
広
さ

を
保
ち
、
牛
が
歩
き
、
運
動
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

ま
た
、
乾
乳
牛
舎
に
隣
接
し
た
パ
ド
ッ

ク
や
放
牧
地
が
あ
る
と
、
頭
数
が
変
動

し
て
も
対
応
し
や
す
く
、
過
密
回
避
に

も
有
効
で
す
。 

○ 

過過
密密
のの
回回
避避  

 

乾
乳
牛
群
は
、
頭
数
の
変
動
が
起
こ
り

や
す
く
、
過
密
条
件
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
過
密
に
な
る
と
、
牛
群
内
の
序
列

が
顕
著
に
表
れ
、
弱
い
牛
の
食
い
込
み
が

落
ち
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
過

密
回
避
は
、
乾
乳
期
管
理
に
お
い
て
重
要

で
す
。
乾
乳
牛
１
頭
当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス

を
十
分
に
確
保
し
、
過
密
を
回
避
し
ま
し

ょ
う
。 

【
乾
乳
施
設
の
工
夫
事
例
】 

 

左
の
写
真
は
、
あ
る
牧
場
の
乾
乳
牛
群

ス
ペ
ー
ス
で
す
。
本
来
乾
乳
牛
群
が
い
た

ス
ペ
ー
ス
に
加
え
、
使
わ
な
く
な
っ
た
Ｄ     

型
牛
舎
（
元
搾
乳
牛
舎
）
を
乾
乳
牛
群
ス
ペ

ー
ス
と
し
、
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
歩
く
ス
ペ
ー
ス
が
広
が
り
、
良
い

運
動
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

             

２２  

胎胎
盤盤
停停
滞滞
をを
観観
察察
すす
るる  

 

乾
乳
期
を
健
康
に
過
ご
せ
た
か
は
、
分

娩
時
疾
病
の
有
無
で
分
か
り
ま
す
。
こ
の

農
場
で
は
「
胎
盤
停
滞
」
に
注
目
し
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

本
事
例
で
は
、
胎
盤
の
排
出
時
間
を
ス

コ
ア
化
し
、
分
娩
時
に
観
察
・
記
録
し
て
い

ま
す
。
表
に
示
し
た
よ
う
に
胎
盤
の
排
出

に
時
間
を
要
す
る
牛
ほ
ど
廃
用
牛
割
合
が

高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。「
胎
盤
が
残
る

＝
ど
こ
か
調
子
が
悪
い
か
も
知
れ
な
い
」

と
観
察
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

                   

写真２ 食い込みによるルーメンの差 

周
産
期
疾
病
を
減
ら
し
て 

繁
殖
性
を
ア
ッ
プ 

写真１ 食い込めている牛 

図１ 乾乳牛群スペース確保の工夫 

表１ 胎盤停滞の発生と廃用牛の関係 
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十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
８
回 

９
／
30

★
報
告
事
項

１　

令
和
３
年
度
畜
産
Ｉ
Ｃ
Ｔ
及

び
楽
酪
Ｇ
Ｏ
事
業
の
実
施
結

果
に
つ
い
て

２　

２
０
２
２
北
海
道
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
の

成
績
に
つ
い
て

３　

農
作
物
生
育
状
況
定
期
調
査

結
果
に
つ
い
て

４　

農
作
物
出
荷
状
況
に
つ
い
て

５　

令
和
４
年
産
豆
類
の
取
扱
い

に
つ
い
て

６　

令
和
４
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
に

つ
い
て

７　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

８　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付

に
つ
い
て

９　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

10　

余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て

若手職員紹介若手職員紹介
コロナ禍でマスク姿しか見たことない…なんて方もいるはず！

みなさんに覚えてもらいたいので30歳以下の職員を紹介します！

11　

第
２
四
半
期
棚
卸
立
会
の
報

告
に
つ
い
て

12　

第
２
四
半
期
監
事
監
査
報
告

書
の
報
告
に
つ
い
て

13　

内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

14　

み
の
り
監
査
法
人
に
よ
る
期

中
監
査
Ⅰ
の
概
要
報
告
と
回

答
に
つ
い
て

15　

令
和
４
年
度
決
算
の
見
通
し

に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て

�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

役
員
選
任
実
施
要
領
に
つ

い
て

�

協
議

事
業
部　

農
機
車
両
課

　
星ほ

し

　
　
建け

ん

介す
け

信
用
共
済
部　

貯
金
課

　
建た

つ

木き

　
詩し

織お
り

生
年
月
日　

平
成
８
年
７
月
23
日

出
身
地　

大
樹
町

好
き
な
食
べ
物　

鳥
肉

趣
味　

ス
ポ
ー
ツ

写
真
に
つ
い
て　

名
前
は
マ
ロ
ン
で

す
�

生
年
月
日　

平
成
９
年
８
月
26
日

出
身
地　

大
樹
町

好
き
な
食
べ
物　

甘
い
も
の
（
特
に

チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
）

趣
味　

音
楽
鑑
賞
・
旅
行

写
真
に
つ
い
て　

先
日
、
ナ
イ
タ
イ

高
原
に
行
っ
て
き
ま
し
た
�
風
が
心

地
よ
か
っ
た
で
す
。
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10,164

9,804

10,127
10,001

9,170

10,254

10,481

10,134 10,153

9,765

9,952

9,690

10,406
10,327

9,970

9,263

10,048

9,707

令和４年度９月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2021年度）

生産乳量（2022年度）

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2021年度

2022年度

（ ）書きは前年度単価

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000

400,000

350,000

300,000

3/3 3/17 4/6 4/21 5/11 5/26 6/9 7/21 8/25 9/7 9/22 10/5 10/20 11/2 11/24 12/15 1/12 2/2 2/21

(934,887)(934,887) (730,881)(730,881) (711,370)(711,370) (616,157)(616,157) (739,322)(739,322) (589,050)(589,050) (355,667)(355,667) (617,145)(617,145) (562,525)(562,525)
(793,144)(793,144) (901,426)(901,426) (907,751)(907,751) (740,785)(740,785) (648,256)(648,256) (628,176)(628,176) (646,406)(646,406) (563,032)(563,032) (604,450)(604,450) (645,150)(645,150)

（円）
大　　樹

648,175648,175

600,804600,804

613,107613,107
579,543579,543

543,867543,867

477,675477,675

568,202568,202

522,500522,500

461,214461,214

415,841415,841

348,242348,242

肉用牛（黒毛和種）

2022年度去勢

2022年度雌

2021年度去勢

2021年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/141/1712/711/810/129/138/177/126/155/164/123/9

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

796,258796,258
804,878804,878

760,650760,650

687,766687,766

775,552775,552

627,804627,804

802,349802,349

711,678711,678

556,906556,906

737,000737,000

582,151582,151

634,948634,948

691,324691,324

699,170699,170
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

11
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

10
月
号
の
応
募
者
は
17
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

10月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ド ン グ リ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
上
中
島

）
宮　

嶋　

敏　

男
さ
ん

（
美
成
）
小　

島　
　
　

唯
さ
ん

（
上
大
樹

）
髙　

橋　

真　

衣
さ
ん

（
鏡
町
）
今　

村　

佳　

子
さ
ん

（
振
別
）
瀬　

川　

勝　

子
さ
ん

（
豊
里
）
藤　

内　

寿
美
子
さ
ん

（
豊
里
）
佐　

藤　
　
　

勉
さ
ん

（
開
進
）
島　

田　

範　

子
さ
ん

（
萠
和
）
村　

﨑　

結　

麻
さ
ん

（
萠
和
）
川　

原　

蔦　

枝
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
忘
れ
な
い
よ
う
に
取
り
ま
す

③
と
ん
ぶ
り
は
、
こ
の
植
物
の
実
を
加
工
し

た
も
の
で
す

⑦
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
は

帝
国
の
遺
跡
で
す

⑨
「
も
し
も
し
」
と
出
ま
す

⑩
枯
れ
山
水
の
庭
に
は
作
り
ま
せ
ん

⑫
壱
が
一
、
弐
が
二
な
ら
、
陸
は

⑬
王
貞
治
選
手
は
１
、
長
嶋
茂
雄
選
手
は
３

で
し
た

⑮
恋
よ
り
も
深
い
も
の
な
の
か
も

⑯
桃
太
郎
の
家
来
の
一
員

⑱
モ
ミ
ジ
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑳
不
公
平
で
は
あ
り
ま
せ
ん

㉒
今
年
収
穫
し
た
米
の
こ
と

㉓
ト
ラ
ク
タ
ー
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
11
月
３
日
は
文
化
の
日
。

天
皇
の
誕

生
日
で
も
あ
り
ま
す

②
浅
草
寺
の
表
参
道
入
り
口
に
立
つ
雷

④
カ
ッ
プ
ル
が
組
む
こ
と
も

⑤
11
月
23
日
は

感
謝
の
日
。
国
民
の
祝

日
で
す

⑥
不
審
に
思
う
気
持
ち
。

の
念
を
抱
く

⑧
牛
や
馬
に
与
え
る
餌
の
こ
と

⑪
眼
科
で
視
力

を
受
け
た

⑬
マ
ラ
ソ
ン
選
手
に
沿
道
か
ら
飛
ぶ
こ
と
も

⑭
ク
ラ
ブ
を
持
っ
て
コ
ー
ス
を
回
り
ま
す

⑮
兵
庫
県
の

市
は
子
午
線
の
ま
ち
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す

⑰
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
あ
る
巨
大
な
石
像

⑲
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
話

㉑
木
々
が
空
中
に
伸
ば
す
も
の
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

大　光

たかだ あおいさん (５歳 )

下大樹

結　　愛さん (７歳 )
三木 日向花さん (６歳 )

萠　和

村さき ゆまさん (８歳 )

鏡　町

パスカルさん (21歳)


